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研究成果の概要（和文）：外部と内部の明快な境界を持たず環境として連続する概念としての<

ニワ>に着目して、オフィスデザインに外部環境を直接的・概念的に取り入れるための基礎的な

調査と実践を行い、オフィスデザイン上の要点とその効果を明らかにした。 
 

研究成果の概要（英文）：Focusing on “Niwa” as a garden, which doesn't have clear boundaries 

between exterior and interior, it is consecutive environment itself. I investigated both 

traditional and modern “Niwa” , and analyzed those spatial characteristics. And I 

conducted basic investigation and research for the purpose of adding the external 

environment to the office space, directly or conceptually. Then I clarified the important 

elements and the effects of the office design. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1)長らくオフィスは事務処理工場と称され、
様々な点において効率性のみが追い求めら
れる傾向にあった。それゆえ、外部環境から
遮断して、昼夜・季節を問わず如何に均質な
環境を作り出すかがオフィスづくりの大き
な目標となってきた。しかし、近年の工業化
社会(=どのように効率的につくるかの時代)

から知識情報化社会(=何に価値があるかか
ら考える時代)へのシフトを主な背景として、
オフィスに求められる価値が変容している。 
 
(2) オフィスに関する研究は、(狭義の)デザ
イン学や建築学に限らず、経営学、情報工学、
心理学などいくつかの分野で行われており、
長らくそれぞれの分野における個別の問題
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意識のもとに進められてきた。最近になって、
各分野の視点や手法を組み合わせて総合化
しようとする動きがはじまりつつある。 
(3) オフィスにおける生活環境といえば、多
くの場合単なる休憩機能(≒アメニティ機
能)として捉えられ、知的生産や創造性等の
仕事と直接関わる活動への寄与に関する研
究はあまり進められていない。 
 
(4) 住宅とはちがい、ワーカー、経営者、株
主、クライアント、地域社会、など複数のス
テークホルダーが介在する中で、企業活動
(生産活動)に直接関係しないと思われがち
な機能を挿入する場合の合意形成が難しい。
それゆえ、工学的、科学的視点からのデザイ
ン学研究の成果が要請されている。 
 
２．研究の目的 
(1)オフィスデザインに外部環境を直接的・
概念的に取り入れるための基礎的な調査と
実践を行い、オフィスデザイン上の要点とそ
の効果を明らかにする。 
 
(2)「個人・集団による創造性を高め、如何
にして新しい価値を生むか」に対してオフィ
スに何ができるかという社会的な重要課題
に対する一つの答えを示す。 
 
(3)単なる休憩という機能を越えた大きな視
点からオフィスの生活環境としての質を高
めて、如何に気持ちよく長時間(長期間)働く
ことができる環境とするか、生活環境・創造
環境としてのオフィスの価値を高める。 
 
(4) わが国のオフィスは長らく欧米を追従
してきたが、国際競争が激化する中、日本の
気候や風土、そして日本人のデリケートな感
覚に見合ったオフィスづくりに寄与し、日本
独自の発想にもとづいた新たな価値を創出
する。 
 
３．研究の方法 
(1)オフィス事例調査(文献調査、実地調査、
データベース化、類型化) 
外部環境を取り込んだオフィスについて現
在の動向を把握することが目的とし、データ
ベース化にあたっては空間的なパラメータ
(寸法や材質等)を多く入力することで、統計
的な傾向を分析する。 
 
(2)<ニワ>事例調査と空間特性分析(実地調
査、データベース化、定点観測、言語景観描
写分析、パターン抽出) 
事例調査を通じて、日本らしい外部環境と重
合方法を分析し、オフィスにおいて活用する
新たな方法を見出すことを目的とする。伝統
的なニワ、現代的なニワ、都市におけるニワ

を対象とする。日本らしさを見出すために、
対照事例として海外の事例調査も行う。 
 
(3)ヒアリング調査(評価グリッド法、GT 法、
テキストマイニング) 
事例調査により現状を把握したうえで、特徴
的な幾つかの事例を選択する。評価グリッド
法では、写真を用いた面接調査によりワーカ
ー・経営者、及び設計者の外部環境・内部環
境への評価構造を探る。GT 法(グラウンデッ
ドセオリーアプローチ)及びテキストマイニ
ングでは、ヒアリング調査に基づいてどのよ
うな空間が求められているのかの仮説構造
の発見を目的とする。 
 
(4)アンケート調査(因子分析、重回帰分析) 
事例調査の成果を受けてアンケート調査を
実施し、因子分析からその効果ポイントを示
す。合わせて、ヒアリング調査により見出し
た知見をもとにアンケート調査を実施し、仮
説構造をより一般性の高いものとする。 
 
(5)視感評価実験(クラスタリング、因子分析、
ラフ集合分析、ファジー解析) 
事例調査(データベース化)で得た写真をも
とに、ディスプレイによる視感評価実験を実
施する。どのような空間要素が生活環境の向
上、創造性への寄与に対して効果的であるか
を探る。 
 
(6)観察調査 
得られた知見を実際の行動と結びつけて見
るために、コミュニケーション行動調査と知
的活性度調査を中心に観察調査を行う。 
 
(7)サポートアイテムのプロトタイプ作成と
評価実験 
オフィスデザインに外部環境を直接的/概念
的に取り入れるための新たなサポートアイ
テムのプロトタイプ作成を行う。執務空間と
外部環境との境界面において、効果的に働く
スタイルをサポートする家具、空間アクセサ
リを作成し、評価実験を行い、その具体的効
果を実証する。 
 
４．研究成果 
(1)オフィスを含む各種建築における外部環
境と内部空間の重合デザインについての事
例調査（文献調査と実地調査）を実施した。
初年度は情報化の進展によるオフィスの変
容について詳しいレビューを行なった。次年
度は生活環境としてのオフィスに焦点をあ
てた。最終年度は特に都市空間における新し
い非定住型のオフィススペースに焦点をあ
て、M-GTA(修正版グラウンデッド・セオリ
ー・アプローチ)およびテキストマイニング
を用いて解析を行なった。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1  M-GTAによるコミュニティ形成プロセスのモデル化 

 
 
 
 
 
 
 
 

図2 テキストマイニングによるインタビューの発言内容の分析 

これにより、さまざまなワークプレイスの事
例を多数、データベース化することができた。 
 
(2)外部と内部の明快な境界を持たず環境と
して連続する概念としての＜ニワ＞に着目
して、伝統、現代、および各種空間用途にと
らわれず広く対象としたデザイン特性の分
析を行った。初年度はニワの表現言語の模索
と再解釈、及び専門家（造園家）へのヒアリ
ング調査を行い発表した。次年度以降は伝統
的なニワに加えて、現代のニワ、都市のニワ
にも着目した。また、対照事例として海外の
調査も行い、東南アジアの外部空間を取り込
んだ空間の活用例や、アメリカ西海岸の現代
建築における外部空間と内部空間の融合例
に着目し、実地調査、及び専門家へのヒアリ
ング調査を行なった。 
 
(3) 事例調査において、オフィス空間のサン
プル写真を収集し、初年度と次年度はフォト
アンケート調査を行なった。最終年度は大型
ディスプレイを用いた視感評価実験を行な
うとともに、アイマークレコーダーを導入し
た視点検出実験を行ない、デザイン要素の抽
出を行なった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図3 大型ディスプレイ上の注視点の軌跡の例 

これにより、事例調査でのデータベース化、
類型化の成果を材料として、視感評価実験を
行うことで、主題に対するより具体的な空間
デザイン的施策を導出できた。今後は、注視
点から抽出されたデザイン要素相互の関係
性から空間を構築する、デザイン手法を導出
していきたいと考えている。 
 
(4)オフィスワーカーに対するヒアリング調
査及びアンケート調査から、創造環境、生活
環境としてのオフィスの現状と求められる
要件を整理した。アンケート調査ではワーカ
ーによる撮影写真と自由記述文を用いた分
析からオフィスに求められる場所選択の多
様性について知見を収集した。次年度は評価
実験を実施し、最終年度は確率モデルの構築
と検証を行なった 。 
 
 
 
 
 

図4 確率モデルの構築と検証の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図5自己組織化マップにより得られた特徴マップ 

 
 
 
 
 
表 1 モデルの適合率、再現率及び調査平均 
これにより、統合的知的活性度に影響を与え
るワーカーの行動を明らかにした事で、今後
のオフィス設計における新たな知見を提示
できた。今後は、オフィスの空間的要素とオ
フィスワーカーの活性度の関係を示すこと
で、さらに新たなデザイン提案が期待できる
と考える。 
 
(5)外部環境を取り入れたオフィスを事例と
した行動観察調査により、コミュニケーショ
ンとソロワークにおける基礎的な効果と課
題を明らかにした。具体的には、外部環境に
おける人と人との関わり方の変容（内部執務
空間との比較）を捉えた。 
これにより、外部環境を執務室に取り入れる
ことに対する評価構造や基礎的な効果を明
らかにすることができた。まだ事例が少なく
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気候や天候に利用が左右されることから、今
後は環境面をどうデザインするかが課題と
なる。 
 
(6)オフィス空間における領域解析のための
ツールを開発し、平面図を用いて領域の特性
および領域相互の関係性の分析を行なった。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6 平面図からカラーラベリング図面の作成 

 
 
 
 
 
 
 

図7画像処理工程の一例(左:ラベリング処理、右:輪郭検出) 

 
 
 
 
 
 
 
 

図8 画像処理工程と抽出できる数値の関係図 

これにより、平面図から領域を色分けするこ
とで、各領域の実態および特性、関係性を数
理的に捉え、空間を量的に評価する新たな手
法の有効性および応用可能性を示すことが
できた。今後は、立面図や写真において、材
料や植栽を抽出することで、外部環境も含め
た空間を評価する手法につなげて行きたい
と考える。 
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